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【
２
回
戦

新
翔
３
×
１
紀

北
農
芸
（
７
月
１２
日［
日
］）】

「
ま
ず
一
勝
！
」
を
目
標

に
硬
式
野
球
部
が
挑
ん
だ
第

97
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
和
歌
山
大
会
。
２
回
戦

・
紀
北
農
芸
戦
は
エ
ー
ス
で

３
番
の
３
年
舟
﨑
選
手
の
投

打
に
渡
る
大
活
躍
で
３
対
１

で
見
事
勝
利
し
、
紀
三
井
寺

球
場
に
３
年
ぶ
り
に
新
翔
高

校
校
歌
が
高
ら
か
に
響
き
ま

し
た
。
平
成
19
年
に
「
新
翔

高
校
」
と
校
名
を
変
更
し
て

以
来
、
夏
の
大
会
念
願
の
２

勝
目
と
な
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
、
１
回
表
に
４

番
岡
部
選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー

で
１
点
を
先
制
し
た
あ
と
追

加
点
が
奪
え
ず
こ
う
着
状
態

に
突
入
。
終
盤
７
回
、
不
運

な
ヒ
ッ
ト
で
同
点
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
直
後
の
９
回

に
３
番
舟
﨑
選
手
の
右
中
間

３
塁
打
で
逆
転
、
さ
ら
に
相

手
の
バ
ッ
テ
リ
ー
ミ
ス
で
３

点
目
を
奪
い
逃
げ
切
り
ま
し

た
。
後
半
相
手
に
奪
わ
れ
か

け
た
勝
負
の
綾
を
も
う
一
度

し
っ
か
り
と
た
ぐ
り
寄
せ
、

15
人
全
員
で
ナ
イ
ス
ゲ
ー
ム

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
こ

の
日
の
応
援
に
地
元
新
宮
か

ら
は
る
ば
る
と
駆
け
つ
け
た

体
育
系
ク
ラ
ブ
（
ラ
グ
ビ

ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
中
心
の
約

50
人
の
生
徒
た
ち
も
、
選
手

た
ち
の
一
投
一
打
に
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
那
智
勝
浦
吹
奏

楽
団
の
６
人
の
皆
さ
ん
に
有

志
の
方
々
が
加
わ
っ
た
13
人

の
急
造
精
鋭
楽
団
が
今
年
も

熱
い
演
奏
で
選
手
た
ち
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
が
ん
ば
り
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
３
回
戦

新
翔
４
×
６
市

和
歌
山（
７
月
19
日［
日
］）】

台
風
接
近
の
た
め
１
日
順

延
と
な
り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

作
り
に
苦
労
し
た
３
回
戦
市

和
歌
山
戦
。

残
念
な
が
ら
最
終
的
に
勝

利
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
昨
年
度
の
和
歌
山
大
会

優
勝
校
に
対
し
臆
す
る
こ
と

な
く
堂
々
と
挑
戦
し
、
新
翔

ら
し
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
で
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の

緊
迫
し
た
好
ゲ
ー
ム
を
展
開

し
ま
し
た
。

初
回
に
い
き
な
り
の
先
制

点
は
許
し
た
も
の
の
、
２

回
、
相
手
の
ミ
ス
に
つ
け
込

み
す
か
さ
ず
同
点
と
す
る

と
、
４
回
に
は
７
番
山
本
拓

選
手
の
左
中
間
へ
の
豪
快
な

ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど

で
一
時
は
４
対
２
と
リ
ー

ド
。
こ
の
日
も
は
る
ば
る
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
約
50
人
の

体
育
系
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す

る
有
志
の
応
援
生
徒
や
保
護

者
、
学
校
関
係
者
を
含
め
、

一
塁
側
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

７
回
裏
に
は
じ
わ
じ
わ
と

自
力
を
発
揮
し
た
相
手
に
再

度
逆
転
を
ゆ
る
す
展
開
と
な

り
ま
し
た
が
、
随
所
に
好
プ

レ
ー
も
飛
び
出
し
、
強
豪
校

相
手
に
十
分
に
互
角
の
戦
い

を
演
じ
ま
し
た
。

３
年
生
６
人
、
２
年
生
６

人
、
１
年
生
３
人
、
15
人
の

選
手
と
４
人
の
女
子
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
よ
る
高
校
野
球
１
０

０
年
目
の
節
目
の
年
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
こ
の
日
の
試
合
を

も
っ
て
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
堂
々
の
３
回
戦
進
出
で

今
大
会
東
牟
婁
地
方
に
唯
一

の
勝
利
を
も
た
ら
し
、
強
豪

校
と
あ
わ
や
の
大
接
戦
を
展

開
す
る
な
ど
さ
わ
や
か
で
力

強
い
「
新
翔
ス
タ
イ
ル
」
で

球
場
の
応
援
団
や
地
元
東
牟

婁
地
方
を
大
い
に
盛
り
上
げ

元
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

那
智
勝
浦
吹
奏
楽
団
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
応
援
を
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
校
歌
高
ら
か
に

１
回
戦
突
破
、
２
回
戦
惜
敗
も
堂
々
の
戦
い

硬式野球部

新翔マナーアップガールズ誕生

■メンバーのコメント

▽峯本杏里さん（２年・キャプテン）

事故やルール違反をなくせるようにがんばりたいです。

▽竹原知亜希さん（２年・副キャプテン）

私たちの呼び掛けで少しでも事故が無くなるよう

にしたいと思っています。多くの人に自転車のル

ールを知ってもらえるように呼び掛けたいです。

▽星山瑞希さん（２年）

自転車での事故の危なさをみんなに知ってほしい

です。

▽福田瑞希さん（２年）

自転車の事故やルールをみんなに守ってもらえる

ように、活動や呼び掛けをしていきたいです。

▽山口美怜さん（２年）

自転車のルールを知ってもらい、自転車の事故が

無くなったらうれしいです。

▽仲宗根彩那さん（１年）

少しでも多くの人に自転車のルールを知ってもら

いたいです。

▽橋爪野乃加さん（１年）

私たちの活動や呼び掛けで、少しでも多くの人に

ちゃんとした自転車の乗り方マナーを教えていき

たいです。

▽黒木緩奈さん（１年）

私たちの活動で多くの人にちゃんとした新しい自

転車のルールを知ってもらい、少しでも事故やル

ール違反が無くなればよいと思います。リーダー

としてがんばります。

▽別所宏美教諭

アドバイザーとして、選手の考える活動などをサ

ポートしていきたいです。これをきっかけに新宮

の自転車マナーの向上につながればうれしいです。

自
転
車
に
つ
い
て
の
道
路

交
通
法
一
部
改
正
に
と
も
な

い
、
新
宮
警
察
署
が
企
画
、

発
信
し
た
県
下
初
の
取
り
組

み
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進
リ

ー
ダ
ー
」
に
本
校
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
８
人
が
任
命
さ

れ
こ
の
た
び
新
宮
警
察
署
長

よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

本
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
チ
ー
ム
ポ
リ
シ
ー
は
、

地
域
に
愛
さ
れ
地
域
に
発

信
、
貢
献
で
き
る
部
活
動
を

目
指
す
こ
と
で
、
「
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
募

集
の
案
内
を
本
校
で
受
信
し

た
後
す
ぐ
、
全
員
一
致
で
リ

ー
ダ
ー
に
立
候
補
し
ま
し

た
。
７
月
６
日
（
月
）
に
は

新
宮
警
察
署
で
中
道
署
長
か

ら
直
接
委
嘱
状
を
授
与
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

様
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
じ
め
各
テ

レ
ビ
局
、
各
紙
な
ど
で
も

大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
、
さ
わ
や
か
で
元
気
な
初

夏
の
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
東

牟
婁
地
方
を
駆
け
巡
り
ま
し

た
。
こ
の
「
新
翔
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
ガ
ー
ル
ズ
」
た
ち
は
今

後
、
交
通
安
全
啓
発
の
た
め

の
グ
ッ
ズ
配
布
を
は
じ
め
、

動
画
発
信
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
自
分
た
ち
で
も
ア
イ

デ
ア
を
出
し
つ
つ
、
様
々
な

啓
発
活
動
に
高
校
生
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
視
点
か
ら
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
宮
警
察
か
ら
委
嘱

交
通
安
全
啓
発
へ
取
り
組
む

■
道
路
交
通
法
一
部
改
正
の

ポ
イ
ン
ト

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
高
い
所
定
の
違
反
行

為（
危
険
行
為
）を
反
復
し
て

（
３
年
以
内
に
２
回
以
上
）

行
っ
た
自
転
車
運
転
者
は
、

安
全
な
通
行
に
つ
い
て
学
ぶ

講
習
（
自
転
車
運
転
者
講

習
）
を
受
講
す
る
よ
う
、
都

道
府
県
公
安
委
員
会
か
ら
命

じ
ら
れ
ま
す
。
＊
講
習
時
間

は
３
時
間
、
講
習
手
数
料

(

標
準
額)

は
５
７
０
０
円
。

受
講
命
令
に
従
わ
な
い
で

講
習
を
受
け
な
か
っ
た
者
は

処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
罰
則

５
万
円
以
下
の
罰
金
（
新

宮
警
察
署
管
下
防
犯
協
議
会

新
宮
市
交
通
事
故
を
な
く
す

る
市
民
運
動
推
進
協
議
会
に

よ
る
チ
ラ
シ
よ
り
抜
粋
）

７
月
21
日
（
火
）
夕
刻
、

１
年
生
保
護
者
を
対
象
に
来

年
度
（
２
年
次
）
で
の
系
列

選
択
に
向
け
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
校
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
教
務
部

長
、
学
年
主
任
か
ら
系
列
選

択
に
つ
い
て
資
料
を
用
い
つ

つ
概
要
、
詳
細
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
総
合
学

科
で
あ
る
本
校
は
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
進
路
に
対
応
す
べ

く
、
教
養
、
建
設
技
術
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
情
報
の
４
系
列
を

設
置
し
て
い
ま
す
（
本
年
度

入
学
生
よ
り
「
地
域
文
化
系

列
」
を
廃
止
し
、
４
系
列
と

し
ま
し
た
）
。
２
年
次
よ
り

共
通
選
択
Ａ
～
Ｃ
、
系
列
選

択
Ｄ
～
Ｇ
、
自
由
選
択
Ｈ
、

３
年
次
で
系
列
選
択
Ｊ
～

Ｎ
、
自
由
選
択
Ｏ
～
Ｒ
と
多

岐
に
わ
た
る
選
択
科
目
の
中

か
ら
進
路
を
見
据
え
つ
つ
系

列
に
沿
っ
た
科
目
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

（
本
校
で
は
約
90
種
類
の
選

択
科
目
を
用
意
し
て
い
ま

す
）
。
今
後
の
進
路
実
現
に

向
け
最
初
の
選
択
と
な
る
２

学
期
の
系
列
決
定
に
つ
い

て
、
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
メ
モ
な
ど
を
と
り

つ
つ
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

■
総
合
学
科
と
は
？

普
通
科
と
専
門
学
科
を
総

合
す
る
学
科
で
１
９
９
４
年

よ
り
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

特
色
と
し
て
は
、

▽
幅
広
い
選
択
科
目
の
中
か

ら
生
徒
が
自
分
で
科
目
を
選

択
し
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
生
徒
の
個
性
を
生
か
し

た
主
体
的
な
学
習
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
。

▽
将
来
の
職
業
選
択
を
視
野

に
入
れ
た
自
己
の
進
路
へ
の

自
覚
を
深
め
さ
せ
る
学
習
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
進

路
に
関
わ
る
様
々
な
力
を
養

う
べ
く
、
多
く
の
場
合
２
年

次
か
ら
系
列
を
目
安
に
し
つ

つ
進
路
希
望
に
添
っ
た
科
目

選
択
を
行
い
ま
す
。
ま
た
学

校
設
定
科
目
と
し
て
「
産
業

社
会
と
人
間
」
を
履
修
す
る

こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
下
で
は
県
立
和
歌
山

高
校
、
県
立
有
田
中
央
高

校
、
県
立
熊
野
高
校
、
本
校

の
４
校
が
総
合
学
科
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

■
本
校
の
４
系
列

▽
教
養
系
列
＝
幅
広
い
知
識

を
身
に
付
け
、
教
養
を
深
め

る
た
め
の
多
く
の
科
目
を
設

定
し
、
大
学
・
各
種
専
門
学

校
へ
の
進
学
や
公
務
員
試
験

に
対
応
で
き
る
力
を
育
成
し

ま
す
。

▽
建
設
技
術
系
列
＝
道
路
、

橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
ダ
ム
な
ど

を
造
る
た
め
の
知
識
や
技
術

を
習
得
し
、
社
会
で
の
「
も

の
づ
く
り
」
を
実
践
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

▽
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
＝
社
会
で

必
要
と
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
基
本
で
あ
る
、
簿
記
、

情
報
処
理
、
ワ
ー
プ
ロ
、
計

算
等
の
力
を
身
に
付
け
た
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

▽
情
報
系
列
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
基
本
的
な
仕
組
み
や

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
使
用
法
な

ど
を
理
解
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
わ
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

７
月
13
日(

月)

５
限
目
、

１
年
生
（
１
５
３
人
）
を
対

象
に
非
行
防
止
教
室
を
開

催
、
和
歌
山
県
警
察
本
部
生

活
安
全
部
少
年
課
の
堀
さ

ん
、
楠
本
さ
ん
、
阪
本
さ
ん

に
「
犯
罪
と
非
行
」
に
つ
い

て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
に
「
非
行
＝
犯
罪
を

犯
す
こ
と
」
と
説
明
を
受
け

て
か
ら
、
非
行
（
今
回
は
窃

盗
・
占
有
離
脱
物
横
領
罪
・

器
物
損
壊
・
恐
喝
・
強
盗
・

喧
嘩
）
に
つ
い
て
写
真
や
具

体
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
逮
捕
か

ら
家
庭
裁
判
所
ま
で
の
日
数

や
少
年
院
の
種
類
な
ど
も
教

え
て
頂
き
、
犯
罪
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
更
に
高
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
学
校
は
学
力
や
体
力

を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
友
達
を
作
っ
た
り
、
思

い
や
り
を
育
ん
だ
り
、
集
団

生
活
や
ル
ー
ル
を
守
る
と
こ

ろ
だ
と
話
を
し
て
下
さ
り
ま

し
た
。
非
行
に
走
る
前
に
ま

ず
思
い
止
ま
る
こ
と
が
大
切

で
、
「
深
呼
吸
」「
友
達
を
止

め
る
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る

と
学
び
ま
し
た
。

更
に
「
い
じ
め
」、
「
ス
マ

ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
、

「
薬
物
乱
用
」
の
話
も
頂
き

ま
し
た
。
特
に
い
じ
め
は
命

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

「
見
な
い
、
会
わ
な
い
、
書

き
込
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
自
分
で
は

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
の
つ
も

り
で
も
、
犯
罪
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
困
っ
た
と
き
に
は

家
の
人
や
友
人
、
先
生
に
相

談
し
て
助
け
を
求
め
る
よ
う

に
し
、
一
人
で
考
え
込
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話

を
ま
と
め
て
下
さ
り
ま
し
た
。

「
防
犯
と
非
行
」

県
警
本
部
生
活
安
全
部
少
年
課
が
教
室

進路見据え科目選択
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